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ふ
た
つ
の
過
去
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

i

ー
泉
鏡
花
「
白
花
の
朝
顔
」
を
中
心
と
し
て

松
田

顕
子

一
、
は
じ
め
に
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「
白
花
の
朝
顔
」
は
、
昭
和
七
年
四
月
『
週
刊
朝
日
』
の
春
季
特
別
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
鏑
木
清
方
の
手
に
よ
る
挿
し
絵
が
数
葉
添
え
ら

れ
、
ま
た
、
同
月
の
編
集
後
記
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
言
が
載
っ
て
い
る
。

二
大
創
作
直
木
三
十
五
氏
の
『
大
槻
伝
蔵
の
立
場
」
と
泉
鏡
花
氏
の
『
白
花
の
朝
顔
」
前
者
は
油
の
乗
り
切
っ
た
作
者
が
例
の
加
賀

騒
動
を
、
張
本
人
の
立
場
か
ら
書
き
分
け
た
も
の
、
巧
手
と
は
か
、
る
も
の
を
い
ふ
か
。
後
者
は
巨
匠
が
久
間
振
り
の
力
作
、
ゲ
ラ
に

な
っ
た
の
を
更
に
真
赤
に
な
る
ま
で
朱
を
入
れ
ら
れ
た
：
：
：
と
云
へ
ば
、
作
者
が
此
作
に
何
れ
程
心
魂
を
傾
け
て
ゐ
る
か
が
知
ら
れ
る

で
せ
、
っ
。

(228) 



新
進
気
鋭
の
直
木
と
老
熟
の
鏡
花
を
並
べ
た
こ
の
称
賛
の
中
に
は
、
同
時
に
、
稿
を
書
き
あ
ぐ
ね
て
か
、
鏡
花
が
か
な
り
校
正
の
斧
銭
を

(227) 

加
え
て
い
た
事
実
が
隠
見
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

鏡
花
が
同
年
発
表
の
小
説
は
「
菊
あ
わ
せ
」
の
み
。
明
治
二
十
六
年
に
筆
を
執
っ
て
か
ら
、
た
ゆ
ま
ず
筆
耕
に
精
出
し
て
き
た
鏡
花
の
量

的
な
衰
え
は
こ
れ
よ
り
も
早
く
に
始
ま
っ
て
い
た
。
既
に
還
暦
に
近
い
年
齢
で
、
推
敵
を
重
ね
て
書
い
た
小
説
が
「
白
花
の
朝
顔
」
で
あ
る
。

た
だ
、
「
白
花
の
朝
顔
」
の
細
部
に
目
を
配
れ
ば
、
結
構
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
物
語
を
語
り
出
す
切
り
口
も
何
処
か
生
硬
で
、
決

し
て
名
作
の
誉
れ
高
い
訳
で
は
な
い
。

だ
が
、
こ
こ
で
「
む
か
う
ま
か
せ
」
（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
）
と
い
う
鏡
花
の
談
話
を
考
え
合
わ
せ
て
み
た
い
。

が
あ
っ
て
、
丁
度
甘
い
塩
梅
に
連
絡
り
ま
し
た
時
、
初
め
て
書
い
て
み
よ
う
と
い
ふ
心
持
に
な
り
ま
す
。
畢
寛
取
っ
て
お
き
の
古
い
材

ζ
U
 

ヴ
’M

私
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
考
へ
て
置
く
一
箇
の
材
料
が
有
り
ま
す
と
、
そ
れ
へ
何
か
新
ら
し
く
感
じ
た
こ
と
か
、
偶
然
に
起
っ
た
事
件
か

料
と
、
新
ら
し
い
材
料
と
が
ふ
と
し
た
動
機
に
、
思
ひ
も
よ
ら
ず
宜
い
工
合
に
結
び
合
っ
て
、
精
纏
っ
た
一
箇
の
面
白
い
脚
色
が
成
立

つ
：
：
：
と
、
書
き
た
く
な
る
。
｜
｜
ど
う
し
て
も
筆
を
執
ら
ず
に
は
済
ま
さ
れ
ぬ
心
持
に
な
り
ま
す
。

鏡
花
自
ら
、
物
語
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
言
を
裏
付
け
る
の
に
「
白
花
の
朝
顔
」
は
好
個
の
例
だ
ろ
う
。

基
本
的
な
「
白
花
の
朝
顔
」
の
構
造
は
、
お
絹
を
伴
っ
た
前
半
と
お
洲
美
を
伴
っ
た
後
半
と
に
裁
然
と
分
け
る
事
が
可
能
だ
。
こ
の
転
調
は

五
章
の
間
隙
に
発
生
し
、
こ
れ
を
主
人
公
に
引
き
つ
け
て
云
え
ば
、
前
半
部
を
過
去
、
後
半
部
を
大
過
去
と
す
る
事
が
で
き
る
が
、
鏡
花
に

還
元
す
る
と
、
前
半
部
を
京
都
旅
行
の
記
憶
、
後
半
部
分
を
紅
葉
門
下
当
時
の
記
憶
と
し
て
も
読
み
換
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は



「
白
花
の
朝
顔
」
が
、
構
成
上
、
基
本
的
に
は
二
つ
の
《
物
語
〉
か
ら
成
り
立
つ
、
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。
一
つ
は
「
楊
柳
歌
」

（
明
治
四
十
三
年
四
月
・
六
月
）
「
祇
園
物
語
」
（
明
治
四
十
四
年
七
月
）の
流
れ
を
組
む
お
絹
と
の
〈
物
語
V
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
薄

紅
梅
」
（
昭
和
十
二
年
一
月
五
日
1

三
月
二
十
五
日
）
の
時
間
を
背
負
っ
た
お
洲
美
と
の
〈
物
語
》
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
過
去
は
ふ
た
つ
の
意
味
に
分
断
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
作
家
レ
ベ
ル
の
事
実
関
係
と
、
〈
物
語
》
レ
ベ
ル
で
の

主
人
公
の
記
憶
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
〈
過
去
〉
は
、
唇
歯
輔
車
の
知
く
き
っ
ち
り
と
噛
み
合
っ
て
「
白
花
の
朝
顔
」
の

構
造
の
基
底
を
支
え
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
〈
物
語
》
の
転
換
を
論
じ
る
事
は
単
純
に
鏡
花
の
記
憶
の
霞
底
を
探
る
事
に
な
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
京
都
か
ら
続
い
た

物
語
と
過
去
か
ら
続
い
た
物
語
の
構
造
を
探
る
事
に
も
繋
が
る
。
ち
ょ
う
ど
物
語
の
始
点
か
ら
高
ま
る
波
と
物
語
の
終
点
か
ら
高
ま
っ
た
波

鉦
…
払
柵
、一
通
り
の
事
実
関
係
の
確
認
作
業
は
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
作
品
と
作
家
を
必
要
以
上
に
結
び
つ
け
る
-27-

が
中
間
に
関
ぎ
合
っ
た
局
面
で
は
、
鏡
花
自
身
の
実
体
験
よ
り
も
、
「
白
花
の
朝
顔
」
の
構
成
上
の
問
題
が
浮
上
す
る
事
だ
ろ
う
。

作
業
は
、
作
家
と
作
品
で
相
殺
さ
せ
て
、
テ
ク
ス
ト
の
持
つ
諸
相
を
恋
意
的
に
閉
じ
こ
め
る
事
に
も
な
り
兼
ね
な
い
。
そ
れ
で
も
尚
、
「
白

花
の
朝
顔
」
の
場
合
に
は
、
鏡
花
と
い
う
中
継
地
点
を
通
過
し
て
、
明
治
末
期
に
鏡
花
が
上
洛
し
た
記
憶
を
召
喚
し
、
ま
た
そ
こ
を
過
ぎ
て
、

作
家
と
し
て
の
原
点
附
近
ま
で
遡
行
せ
ね
ば
、
解
明
さ
れ
な
い
問
題
を
残
す
。
ま
ず
は
、
《
物
語
》
の
基
底
と
し
て
の
、
そ
し
て
鏡
花
の
記

憶
と
し
て
の
、
過
去
の
事
実
関
係
を
洗
い
出
し
て
い
く
事
に
す
る
。

二
、
明
治
四
十
三
年
、
鏡
花
上
京
の
周
辺
｜
｜
「
楊
柳
歌
」
に
つ
い
て

鏡
花
が
京
都
を
舞
台
に
取
っ
て
筆
を
染
め
た
小
説
は
、
「
楊
柳
歌
」
（
明
治
四
十
三
年
四
月
・
六
月
）
「
祇
閤
物
語
」
（
明
治
四
十
四
年
七
月
）

(226) 



と
明
治
末
年
近
く
に
数
本
続
く
。
大
阪
に
舞
台
を
移
し
て
「
南
地
心
中
」
が
書
か
れ
た
の
は
明
治
四
十
五
年
一
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
、(225) 

鏡
花
は
積
極
的
に
畿
内
を
目
指
し
て
お
り
、
敦
れ
の
作
品
に
お
い
て
も
鏡
花
の
実
体
験
が
執
筆
の
直
接
的
動
機
と
な
っ
て
い
た
。

既
に
弦
巻
克
二
「
「
楊
柳
歌
』
私
注
」
（
『
国
語
国
文
学
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
』
／
平
成
二
年
十
一
月
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

こ
の
上
洛
は
「
白
花
の
朝
顔
」
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
、
改
め
て
そ
の
経
緯
を
辿
り
な
お
し
て
置
き
た
い
。

鏡
花
自
身
が
上
洛
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
と
し
て
、
単
行
本
「
白
鷺
」
の
序
文
（
明
治
四
十
三
年
二
月
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
抑
も
そ
の
京
都
行
き
は
、
親
交
の
深
か
っ
た
喜
多
村
の
懇
望
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
い
き
さ
つ
を
知
る
た
め
に
は
、

大
江
良
太
郎
「
喜
多
村
緑
郎
聞
書
／
「
白
鷺
」
の
初
演
ま
で
」
（
『
新
派
｜
百
年
へ
の
前
進
』
／
大
手
町
出
版
／
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
）

が
詳
し
い
。
こ
こ
に
は
徹
宵
の
酒
宴
、
喜
多
村
の
紹
介
で
京
都
観
光
に
伴
わ
れ
た
ら
し
い
芸
妓
な
ど
、
作
と
共
通
す
る
事
実
が
散
見
で
き
、

-28-

見
物
の
傍
ら
に
原
稿
に
校
正
を
入
れ
る
鏡
花
の
様
子
は
、
「
白
鷺
」
序
文
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
二
月
京
都
南
座
に
加
わ
っ
た
喜
多
村
に
鏡

花
が
随
伴
し
た
形
で
の
上
京
だ
っ
た
こ
と
も
明
言
さ
れ
て
い
る
。

「
新
派
年
表
』
（
劇
壇
新
派
／
大
手
町
出
版
／
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
）
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
二
日
、
京
都
南
座
で
の
新
派

公
演
は
演
目
が
「
想
夫
憐
」
と
「
曾
我
の
体
面
」
で
あ
っ
た
。
春
木
町
本
郷
座
で
の
「
寄
生
木
」
「
曾
我
」
「
木
曽
の
夜
桜
」
の
公
演
は
三
月

十
二
日
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
こ
の
公
演
後
の
四
月
十
日
に
、
同
じ
く
本
郷
座
で
喜
多
村
が
当
た
り
役
・
小
篠
を
得
た
「
白
鷺
」
が
初

演
さ
れ
た
。

遣
さ
れ
た
上
演
記
録
や
大
江
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
二
月
二
日
開
幕
後
に
鏡
花
到
着
と
い
う
前
後
関
係
と
見
え
る
よ
う
だ
が
、
田
中
励
儀

「
「
祇
園
物
語
」
の
成
立
過
程
｜
泉
鏡
花
と
京
都
」
（
「
泉
鏡
花
文
学
の
成
立
」
／
双
文
社
出
版
／
一
九
九
七
年
十
一
月
二
十
八
日
）
に
、

月

二
十
八
日
付
の
〈
京
都
西
石
垣
の
千
も
と
か
ら
〉
届
い
た
鏡
花
と
緑
郎
連
名
の
葉
書
が
紹
介
さ
れ
、
つ
ま
り
、
鏡
花
は
一
月
末
に
既
に
入
洛



し
て
い
た
こ
と
と
判
明
し
た
。
氏
の
見
解
に
従
っ
て
、
京
都
行
き
が
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月
七
日
ま
で
の
十
一
日
間
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
斯
様
な
記
憶
を
参
照
し
な
が
ら
、
明
治
末
年
近
く
に
「
楊
柳
歌
」
と
「
祇
園
物
語
」
が
書
き
下
ろ
さ
れ
、
時
を
経
て
再
び

「
白
花
の
朝
顔
」
に
記
憶
が
蘇
っ
た
も
の
と
見
て
、
ま
ず
は
大
過
あ
る
ま
い
。

明
治
期
の
二
作
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
指
摘
も
あ
り
、
特
に
「
楊
柳
歌
」
で
は
女
形
の
役
者
・
蓑
山
清
之
助
が
芸
者
を
伴
っ
て
京
都

観
光
を
す
る
な
ど
、
執
筆
に
臨
ん
で
、
実
体
験
が
踏
ま
え
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
「
白
花
の
朝
顔
」
に
お
い
て
は
、
京
都
へ
の
再
訪
が
あ
っ
た
と
は
確
か
め
ら
れ
ず
、
専
ら
記
憶
を
頼
り
に
し
な
が
ら
自
ら
記
し
た

物
語
を
繕
書
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
女
形
の
好
意
で
の
京
都
旅
行
に
加
え
、
帰
京
後
、
本
郷
座
に
掛
か
っ
た
芝
居
な
ど

の
経
緯
か
ら
も
察
せ
ら
れ
よ
う
。

「
楊
柳
歌
」
を
通
し
て
言
え
ば
、
お
桐
と
の
道
行
き
は
、
清
之
助
が
そ
の
日
の
夜
に
京
都
を
発
つ
と
い
う
瀬
戸
際
に
あ
り
、
同
様
に
「
白
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花
の
朝
顔
」
の
境
も
〈
晩
に
は
、
東
京
へ
帰
ら
う
と
す
る
朝
で
し
た
。
〉
（
二
）
と
い
う
出
立
間
際
に
お
絹
に
出
逢
っ
て
い
る
の
で
、
細
部
で

の
平
灰
も
合
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
設
定
の
共
通
性
は
、
偶
然
と
捉
え
る
よ
り
、
過
去
を
参
照
し
た
作
家
の
態
度
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
方

が
妥
当
だ
。

尤
も
、
虚
実
を
織
り
交
ぜ
て
書
か
れ
た
「
楊
柳
歌
」
や
「
祇
園
物
証
巴
に
対
し
て
、
実
体
験
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
「
白
花
の
朝
顔
」
で
は
、

鏡
花
の
記
憶
の
屈
折
点
を
探
る
事
ほ
さ
し
て
大
き
な
意
味
を
持
た
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
楊
柳
歌
」
と
「
祇
園
物
語
」

を
通
過
し
な
が
ら
、
や
が
て
時
代
が
下
っ
て
、
昭
和
七
年
四
月
に
再
び
「
白
花
の
朝
顔
」
で
京
都
行
き
の
記
憶
が
鮮
や
か
に
匙
っ
て
い
る
事

に
は
何
ら
か
の
意
味
が
見
い
だ
せ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
先
立
つ
《
物
語
》
達
の
正
確
な
蘇
生
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

(224) 

か
っ
た
。



ま
ず
は
、
そ
の
様
相
を
テ
ク
ス
ト
に
立
ち
返
っ
て
調
べ
る
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

(223) 

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
楊
柳
歌
」
が
東
京
か
ら
京
都
へ
、
と
い
う
方
向
性
の
物
語
で
あ
る
の
と
は
逆
し
ま
に
、
「
白
花
の
朝

顔
」
に
は
京
都
か
ら
東
京
へ
、
と
い
う
物
語
の
流
入
が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。
単
に
鏡
花
実
体
験
が
テ
ク
ス
ト
の
根
底
に
幡
蹄
し
て
い
て
、
そ

こ
へ
降
り
て
い
く
事
に
よ
っ
て
共
通
点
を
探
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
ベ
ク
ト
ル
の
違
い
が
正
反
対
で
あ
る
事
に
於
い
て
、
二
つ
は
切
り

結
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
「
楊
柳
歌
」
で
は
京
都
に
対
し
て
東
京
が
対
置
さ
れ
、
「
白
花
の
朝
顔
」
は
京
都
で
の
記
憶
を
東
京
に
呼
び
戻
そ
う

と
し
て
い
る
点
で
、
「
楊
柳
歌
」
と
「
白
花
の
朝
顔
」
は
読
み
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
白
花
の
朝
顔
」
に
於
い
て
、
お
絹
と
境
の
辿
っ
た
行
程
は
、
京
都
観
光
を
東
京
に
繰
り
返
す
諸
諸
に
始
ま
っ
て
い
た
。
〈
京
で
は
北
野
へ

案
内
の
ゆ
か
り
が
あ
る
。
切
通
し
を
通
る
ま
へ
に
、
湯
島
：
：
：
そ
の
鳥
居
を
と
思
っ
た
が
、
縁
日
の
ほ
か
の
神
詣
、
初
夜
す
ぎ
て
は
如
何
と

聞
く
。
：
：
：
壬
生
の
地
蔵
に
対
す
る
も
の
は
、
此
の
道
順
に
は
一
す
な
い
。
〉
（
四
）
と
い
う
か
ら
、
北
野
天
神
か
ら
壬
生
の
地
蔵
尊
、
清
水
A
U
 

今
、v

寺
を
巡
っ
た
道
筋
の
再
現
を
志
向
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
即
ち
、
上
野
清
水
寺
を
京
都
清
水
寺
に
擬
す
時
、
東
京
の
地
理
は
京
都
に
読
み

替
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
こ
れ
は
「
楊
柳
歌
」
で
〈
清
之
助
は
、
お
桐
の
導
き
で
、
今
日
は
北
野
か
ら
壬
生
へ
廻
っ
て
、
大
廻
り
に
電
車
で
前
刻
の
処
ま

で
来
た
。
〉
（
三
）
と
い
う
の
に
も
一
致
し
よ
う
。
し
か
も
、
そ
の
聞
に
鮒
売
り
に
出
逢
っ
た
と
い
う
挿
話
ま
で
も
「
白
花
の
朝
顔
」
は
「
楊

柳
歌
」
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
京
都
を
辿
り
直
す
道
筋
は
、
反
面
で
は
「
楊
柳
歌
」
を
目
指
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

他
方
、
「
楊
柳
歌
」
に
於
い
て
も
〈
あ
の
な
、
麻
布
の
其
の
娘
は
ん
が
、
締
麗
な
御
小
姓
に
逢
や
は
っ
た
言
ふ
、
三
枚
橋
は
、
上
野
か
ら

見
て
此
の
辺
の
処
ど
す
か
。
〉
（
十
八
）
と
〈
振
袖
火
事
〉
の
伝
説
に
魅
入
ら
れ
た
か
に
尋
ね
る
お
桐
に
対
し
、
清
之
助
は
〈
三
枚
橋
か
ら
、

黒
門
の
石
段
は
、
ま
だ
聞
が
あ
る
。
：
：
：
第
一
も
っ
と
賑
か
で
す
。
：
：
：
誰
も
い
な
い
、
寂
し
い
ね
〉
（
十
九
）
と
答
え
、
二
人
は
こ
の
時



既
に
東
京
を
京
都
の
中
に
読
み
込
も
う
と
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
作
中
、
桜
に
於
い
て
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

〈
山
の
手
の
麻
布
辺
か
ら
駕
篭
で
遊
山
に
出
た
娘
が
、
上
野
の
三
枚
橋
。
あ
＼
然
、
っ
言
へ
ば
、
其
処
に
も
清
水
、
此
の
堂
の
、
つ
つ
し
が

あ
る
。
：
：
：
其
の
傍
に
、
秋
色
桜
と
云
っ
て
ね
、
一
す
お
前
さ
ん
が
元
禄
雷
に
結
っ
た
や
う
な
女
が
、
何
ん
と
か
云
ふ
短
冊
を
其
の
枝
に
結

ん
だ
と
云
っ
て
名
高
い
よ
。
今
度
来
た
ら
案
内
し
よ
う
ね
。
〉
（
十
八
）
と
清
之
助
が
言
っ
た
秋
色
桜
は
、
「
白
花
の
朝
顔
」
に
も
登
場
す
る
。

こ
れ
は
『
江
戸
砂
子
」
に
〈
秋
色
桜H
清
水
の
堂
の
う
し
ろ
、
井
の
は
た
に
あ
る
大
般
若
さ
く
ら
也
。
小
あ
み
町
菓
子
屋
の
む
す
め
、
お
あ

き
と
い
う
者
、
十
三
歳
の
時
、
花
見
に
来
り
て
、
H

井
戸
ば
た
の
桜
あ
ぶ
な
し
酒
の
酔
庁
女
、
秋
色
。
此
句
い
か
ゾ
し
て
か
宮
の
御
聴
に
達

し
、
御
感
あ
り
し
と
也
。
此
小
女
、
後
秋
色
と
い
う
て
俳
譜
の
点
者
と
な
れ
り
。
誰
い
う
と
な
く
此
さ
く
ら
を
秋
色
桜
と
呼
来
れ
り
。
ひ
と

て
江
戸
・
上
野
の
名
桜
で
あ
っ
た
。

今
、v

え
に
俳
歌
の
徳
と
人
い
え
り
。
〉
と
紹
介
さ
れ
た
枝
垂
れ
桜
の
こ
と
で
、
今
は
何
代
目
か
の
若
木
で
枝
振
り
も
楚
々
た
る
も
の
だ
が
、
か
つ

こ
の
秋
色
桜
に
対
応
す
る
京
の
桜
が
、
車
輪
桜
で
あ
る
。

「
楊
柳
歌
」
か
ら
「
祇
園
物
語
」
を
経
て
、
再
び
「
白
花
の
朝
顔
」
に
幻
現
さ
れ
る
こ
の
桜
は
非
常
に
興
味
深
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の

名
桜
は
、
鏡
花
の
作
品
に
し
か
存
在
し
え
な
い
幻
の
桜
で
あ
る
か
ら
だ
。

弦
巻
論
に
も
夙
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
名
を
負
っ
た
桜
木
は
京
都
に
は
な
い
。
円
山
公
園
に
見
事
な
枝
振
り
を
誇
る
祇
園
の

夜
桜
は
全
国
に
名
高
い
が
、
こ
れ
と
は
別
に
な
る
の
で
、
鏡
花
の
創
作
と
し
て
お
く
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。

「
白
花
の
朝
顔
」
で
は
、
本
郷
座
で
の
舞
台
を
〈
で
、
こ
の
間
、
枝
ぶ
り
を
見
て
返
っ
た
ば
か
り
の
名
木
の
車
輪
桜
が
、
影
に
映
る
ま
で

(222) 

満
開
で
す
〉
（
三
）
と
思
い
起
こ
す
光
景
の
中
に
、
幻
の
桜
が
釜
立
し
て
い
る
。
花
輪
桜
が
車
輪
桜
に
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
鏡
花
は
彼



の
愛
読
者
に
し
か
分
か
ら
な
い
桜
を
通
じ
て
、
「
白
花
の
朝
顔
」
と
「
楊
柳
歌
」
の
通
路
を
露
わ
に
開
い
て
い
た
。

詩
趣
に
富
ん
だ
銘
の
こ
の
桜
は
、
鏡
花
の
脳
裡
に
し
か
な
い
。
し
か
し
、
殊
更
、
両
者
を
鏡
花
で
結
び
合
わ
せ
な
く
と
も
、
「
白
花
の
朝
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顔
」
と
「
楊
柳
歌
」
が
同
じ
幻
の
京
都
の
地
理
を
共
有
し
て
い
る
事
は
、
諒
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
問
題
と
は
、
鏡
花
の
体
験
で
は
な
く
、
作
中
、
舞
台
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
有
り
様
な
の
で
あ
る
。
単
純
に
喜
多
村
緑
郎
に
誘

わ
れ
た
上
京
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
事
実
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
京
都
と
東
京
の
対
照
性
に
目
を
配
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で

秋
色
桜
と
車
輪
桜
が
東
京
／
京
都
の
重
複
と
し
て
際
だ
つ
事
は
、

テ
ク
ス
ト
全
体
に
波
及
さ
せ
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
重
複

で
あ
っ
て
、
「
楊
柳
歌
」
の
よ
う
に
互
い
を
批
評
し
合
う
東
京
／
京
都
の
対
比
で
は
な
い
。

先
に
引
い
た
よ
う
に
、
清
之
助
は
お
桐
を
東
京
へ
招
待
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
言
葉
は
、
彼
の
意
図
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
、
お
桐
が
京
都

-32-

を
離
れ
る
と
途
端
に
病
み
つ
く
体
だ
と
い
う
話
へ
と
続
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
清
之
助
は
、
東
京
に
よ
っ
て
京
都
を
批
評
す
る
こ
と
で
、

お
桐
が
芸
者
と
し
て
駕
箆
の
烏
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
根
深
く
、
京
都
と
い
う
旧
弊
な
土
地
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
実
を
露
呈
さ
せ
、

更
に
は
、
単
純
な
地
理
の
対
称
と
い
う
位
相
を
離
れ
た
気
風
と
い
う
意
味
で
も
、
〈
京
の
人
は
、
私
は
知
ら
ん
、
旅
他
国
の
も
の
が
見
る
と
、

い
や
、
見
る
方
で
極
り
が
悪
い
。
江
戸
ぢ
ゃ
な
い
ね
。
〉
（
十
一
二
）
と
－
評
し
て
、
京
都
を
東
京
、
特
に
江
戸
に
よ
っ
て
糾
弾
す
る
の
だ
。

し
か
し
、
「
白
花
の
朝
顔
」
は
、
異
質
な
土
地
を
呼
び
込
む
事
に
よ
っ
て
、
土
地
気
質
に
対
し
て
の
批
評
性
を
獲
得
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
東
京
は
浸
食
を
受
け
る
だ
け
で
、
そ
れ
を
堰
き
止
め
、
押
し
返
す
だ
け
の
力
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

境
の
京
都
の
印
象
は
、
ま
る
で
華
膏
の
国
に
遊
ん
だ
記
憶
の
よ
う
に
腹
膜
と
し
、
現
前
す
る
風
景
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、

〈
東
京
の
山
の
手
で
、
祇
園
の
面
影
を
写
す
〉
（
一
）
が
知
き
、
甚
だ
心
許
な
い
京
の
景
で
あ
っ
た
。
無
論
、
舞
台
が
あ
く
ま
で
東
京
で
あ
る

か
ら
致
し
方
な
い
こ
と
な
の
だ
が
、
「
楊
柳
歌
」
や
「
祇
園
物
語
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
京
都
へ
の
批
評
性
は
な
り
を
ひ
そ
め
、
こ
う
し
た



醜
気
な
イ
メ
ー
ジ
、
取
り
も
直
さ
ず
そ
れ
が
過
去
で
あ
る
こ
と
の
美
化
に
よ
っ
て
、
「
白
花
の
朝
顔
」
は
東
京
に
京
都
の
濠
出
を
許
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

境
の
言
葉
に
従
え
ば
、
元
々
が
〈
時
に
、
重
ね
て
い
ふ
ゃ
う
で
す
が
、
三
月
の
は
じ
め
で
す
。
三
月
と
い
へ
ば
弥
生
で
す
。
桜
は
季
節
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
だ
何
処
に
も
咲
い
て
は
居
ま
せ
ん
。
処
が
、
ど
う
し
た
事
か
、
こ
れ
か
ら
宵
、
夜
、
夜
中
に
掛
け
て
、
話
を
運
ぴ

ま
す
、
春
木
町
の
、
そ
の
頃
の
本
郷
座
。
上
野
の
山
内
、
清
水
の
観
音
堂
。
鷲
谷
と
い
う
順
に
、
そ
の
到
る
処
、
花
が
咲
い
て
居
た
や
う
に

思
い
ま
す
。
〉
（
二
）
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
根
元
的
に
風
景
は
境
の
心
象
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
、
満
開
の
桜
は
境
の
心
緒
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
祇
園
の
舞
台
か
ら
連
な
る
桜
と
は
、

つ
ま
り
お
絹
か
ら
感
じ
る
誘
惑
の

無
意
識
の
反
照
で
あ
っ
た
。
記
憶
の
空
間
を
埋
め
る
桜
は
、
京
都
を
斡
晦
す
る
た
め
の
化
粧
で
あ
り
、
同
時
に
境
の
心
緒
、
そ
し
て
誘
惑
へ

の
抗
い
が
た
さ
を
象
徴
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
京
都
の
流
入
は
、
浸
潤
す
る
誘
惑
の
示
唆
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
前
二
作
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
柔
弱
な
京
女
の
、

清
之
助
が
か
ろ
う
じ
て
避
け
、
「
祇
園
物
語
」
の
旅
僧
が
敢
え
て
避
け
な
か
っ
た
よ
う
な
、
彼
女
た
ち
の
牽
引
力
の
言
い
し
れ
ぬ
強
さ
が
漉

か
し
込
ま
れ
て
い
る
。
お
絹
に
は
そ
れ
だ
け
の
力
も
意
図
も
な
い
の
だ
が
、
無
意
識
に
も
境
は
そ
の
誘
惑
を
享
受
し
て
お
り
、
境
に
よ
っ
て

語
ら
れ
る
《
物
語
》
に
、
そ
の
止
め
が
た
い
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
の
は
、
一
種
当
然
の
事
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
桜
花
は
そ
れ
だ
け
の
縁
で
繰
り
返
し
追
想
さ
れ
る
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

京
都
の
清
水
寺
を
桜
の
名
所
・
上
野
に
詣
で
た
り
、
折
し
も
本
郷
座
に
掛
か
っ
た
芝
居
の
舞
台
は
祇
園
の
桜
、
歌
わ
れ
る
の
は
謡
曲
「
鞍

馬
」
の
ひ
と
節
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
に
機
能
し
て
い
る
。

〈
花
咲
か
ば
告
げ
む
と
い
ひ
し
山
寺
の
・
：
〉
（
三
）
と
は
、
花
見
の
席
で
披
露
さ
れ
る
小
謡
で
あ
り
、
こ
の
「
鞍
馬
」
の
一
節
こ
そ
が
記
憶 -33-(220) 



に
花
を
満
開
に
溢
れ
さ
せ
、
架
空
の
桜
を
媒
体
に
し
な
が
ら
、
洛
中
の
風
景
が
広
げ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
境
が
謡
曲
「
鞍
馬
」
の
一

節
を
口
調
さ
み
、
歌
舞
伎
の
「
大
森
彦
七
」
が
擬
さ
れ
て
、
舞
台
は
上
野
清
水
の
お
堂
に
し
つ
ら
え
ら
れ
る
。

描
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
は
、
京
都
と
桜
が
東
京
の
舞
台
の
中
に
侵
入
す
る
過
程
で
緊
密
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
舞
台
上
で
路
之
介
が

桟
敷
に
い
る
境
辻
三
を
〈
境
さ
ん
〉
と
呼
ば
わ
っ
た
時
、
京
都
や
桜
を
契
機
の
一
つ
に
し
て
、
舞
台
が
現
実
の
側
に
雪
崩
れ
込
む
の
で
あ
る
。

津
山
と
境
の
間
で
、
お
絹
を
〈
京
人
形
〉
と
呼
ん
で
い
る
の
も
、
歌
舞
伎
「
京
人
形
左
小
刀
」
を
下
敷
き
に
し
た
譜
謹
で
あ
り
、
現
実
と
芝

居
は
極
め
て
高
い
親
和
性
を
示
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
桜
を
仲
立
ち
に
し
た
芝
居
の
配
置
は
、
後
の
〈
術
を
以
て
対
す
れ
ば
、
俳
優
何
す
る
も
の
ぞ
。
た

f

し
そ
の
頃
は
、

私
に
台
本
、
戯
曲
を
綴
る
気
が
あ
っ
た
。
〉
（
八
）
と
い
う
気
概
に
繋
が
り
、
並
列
的
に
描
か
れ
て
い
た
桜
と
京
都
と
芝
居
か
ら
、
特
に
芝
居

だ
け
が
抜
き
出
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
芝
居
は
境
の
技
芸
で
あ
る
深
く
筆
に
関
わ
っ
て
い
た
。
五
章
に
さ
し
か
か
り
、
同
門
の
お
洲
美
の
介
在

を
通
し
て
、
潜
在
し
て
い
た
芝
居
を
〈
物
語
》
が
境
の
文
筆
と
い
う
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る
時
、
そ
の
京
都
の
幻
想
が
破
ら
れ
る
と
共
に
、

誘
惑
も
霧
散
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
明
治
三
十
年
代
初
期
へ
の
遡
行
｜
｜
｜
「
薄
紅
梅
」
に
つ
い
て

「
楊
柳
歌
」
に
於
い
て
、
京
洛
の
段
賑
に
背
を
向
け
る
よ
う
に
、
う
ら
寂
れ
た
清
水
の
境
内
に
道
行
き
の
果
て
が
あ
っ
た
如
く
、
「
白
花
の

朝
顔
」
で
も
清
水
の
寂
実
と
し
た
舞
台
へ
《
物
語
》
は
揺
曳
さ
れ
て
い
く
。
も
の
み
な
が
静
ま
り
返
っ
た
聞
の
清
水
は
、
殆
ど
京
都
と
交
じ

り
合
っ
て
、
文
色
を
分
か
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
楊
柳
歌
」
の
道
行
き
が
途
絶
し
た
よ
う
に
、
お
洲
美
の
介
在
に
よ
っ
て
、
京
都
を
漸
増
さ

せ
な
が
ら
お
絹
か
ら
放
た
れ
て
い
た
誘
惑
は
消
え
、
語
り
の
中
で
の
現
時
か
ら
更
に
遡
行
し
た
、
別
の
《
物
語
》
が
聞
か
れ
る
。
あ
く
ま
で
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も
「
楊
柳
歌
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
負
っ
た
京
の
女
の
い
ざ
な
い
に
、
楯
と
な
る
の
が
お
洲
美
と
の
《
物
語
》
で
あ
る
。

「
楊
柳
歌
」
の
京
都
で
は
、
清
水
ま
で
の
道
す
が
ら
、
そ
の
水
先
案
内
を
務
め
た
の
は
死
で
あ
っ
た
。
お
桐
が
不
断
に
語
る
死
へ
の
願
望

で
あ
る
。
「
白
花
の
朝
顔
」
に
先
ん
じ
た
京
都
も
の
二
篇
は
、
自
ら
呪
わ
し
い
生
を
辞
す
女
達
の
物
語
で
あ
り
、
女
達
の
死
に
否
応
な
く
巻

き
込
ま
れ
る
男
の
物
語
で
あ
る
。
京
の
女
が
、
無
意
識
に
も
他
者
の
生
命
を
危
う
く
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、

一
環
し
て
作
ら
れ
て
き
た

文
脈
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
白
花
の
朝
顔
」
は
あ
く
ま
で
も
誘
惑
を
避
け
得
た
男
の
物
語
で
あ
り
、
こ
の
錯
落
は
抜
き
が
た
く
横
た
わ
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
境
と
お
絹
の
歩
い
た
道
は
、
数
日
前
に
、
お
絹
と
共
に
辿
っ
た
京
都
の
道
を
、
東
京
に
辿
り
直
そ
う
と
す
る
戯
れ
で
あ
り
、
金
の

か
か
ら
な
い
物
見
遊
山
に
す
ぎ
な
い
。
但
し
、
そ
の
反
復
は
、
京
都
に
お
い
て
灰
め
か
さ
れ
た
〈
同
行
二
人
〉
（
二
）
と
い
う
二
人
組
を
予

め
想
定
し
て
い
た
が
故
に
、
も
う
一
度
繰
り
返
さ
れ
る
事
に
は
、
そ
の
関
係
の
深
化
を
不
可
抗
力
と
し
て
付
随
し
て
い
た
。
そ
の
〈
同
行
二
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人
〉
を
受
け
て
、
境
が
〈
巡
礼
結
構
〉
（
二
）
と
返
せ
ば
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に
〈
が
、
串
戯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
容
色
、
風
采
こ
の
人
に

向
っ
て
、

てコ
し E

（
巡
礼
結
構
）
と
い
っ
た
下
に
、
思
は
ず
胸
の
迫
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。
｜
｜
〉
（
二
）
と
い
う
心
情
が
吐
露
さ
れ
て
、

こ
の
〈
巡
礼
〉
は
、
〈
私
は
巡
礼
：
・
も
う
こ
の
間
か
ら
、
と
り
あ
へ
ず
仙
台
ま
で
で
も
、
奥
州
を
巡
礼
し
て
ゆ
き
た
い
気
が
す
る
ん
で
す
〉

（
七
）
と
語
っ
た
お
洲
美
と
の
記
憶
を
反
復
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
は
道
理
で
あ
っ
た
。
し
か
も
〈
の
ち
の
祇
園
の
お
絹
を
東
京
に
し
た

や
う
な
人
〉
（
六
）
と
し
て
、
お
洲
美
の
容
貌
は
恰
も
お
絹
に
対
す
る
鏡
面
を
為
し
て
い
る
。

「
白
花
の
朝
顔
」
の
基
本
構
造
は
反
復
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
鏡
花
に
と
っ
て
は
、
京
都
旅
行
の
記
憶
の
巻
き
戻
し

で
あ
り
、
紅
葉
門
下
時
代
の
回
想
で
あ
り
、
作
品
史
に
立
て
ば
、
「
楊
柳
歌
」
の
反
復
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
従
う
よ
う
に
、
「
白
花
の
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朝
顔
」
は
反
復
や
重
複
に
よ
っ
て
〈
物
語
》
を
推
進
し
て
い
く
。
よ
っ
て
、
京
都
が
な
だ
れ
込
む
東
京
の
有
様
も
、
京
都
旅
行
を
東
京
に
反



復
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
上
で
は
、
お
洲
美
の
《
物
語
》
へ
の
帰
趨
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
〈
巡
礼
〉
と
い
う
一
語
に
於
い
て
反
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復
さ
れ
る
。

反
復
は
繰
り
返
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
振
れ
幅
を
大
き
く
し
な
が
ら
、
《
物
語
》
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
形
成
す
る
。
そ
れ
は
、
京
都
で

は
禁
忌
を
感
じ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
お
絹
に
境
が
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
根
本
的
な
力
と
も
な
り
、
抑
止
力
と
し
て
の
お
洲
美
と
の
記
憶
も
、
そ

れ
が
思
い
出
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
反
復
さ
れ
て
初
め
て
、
力
を
持
つ
事
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
お
洲
美
の
《
物
語
》
は
後
に
「
薄
紅
梅
」
に
結
晶
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
再
び
テ
キ
ス
ト
外
の
事
実
関
係
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
薄
紅
梅
」
は
老
境
を
迎
え
た
鏡
花
が
、
近
代
文
学
の
草
創
期
の
時
代
風
景
を
写
し
取
っ
て
、
昔
日
を
懐
古
す
る
趣
の
強
い
作
で
あ
る
。
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「
薄
紅
梅
」
の
モ
デ
ル
は
、
作
中
で
依
田
学
海
や
樋
口
一
葉
な
ど
の
実
名
が
載
り
、
麹
町
九
段
の
硯
友
社
周
辺
を
舞
台
と
し
て
い
る
以
上
、

主
人
公
辻
町
糸
七
は
鏡
花
に
読
み
込
む
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
上
杉
映
山
を
紅
葉
に
重
ね
る
な
ど
は
容
易
に
看
取
で
き
る
。
「
薄

紅
梅
」
論
の
多
く
は
、
作
家
個
人
に
立
ち
入
っ
た
事
実
関
係
を
穿
撃
し
て
お
り
、
概
ね
、
お
京
を
北
田
薄
氷
、
矢
野
弦
光
を
矢
沢
弦
月
、
青

鱗
を
梶
田
半
古
と
し
て
共
通
の
見
解
を
見
る
事
が
で
き
る
。

そ
の
上
で
、
閏
秀
作
家
・
月
村
京
子
が
、
同
門
の
辻
町
糸
七
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
も
、
師
・
上
杉
映
山
の
媒
酌
に
よ
っ
て
糸
七
の
最
も
嫌

う
野
土
青
鱗
の
元
に
嫁
ぐ
下
り
が
、
「
白
花
の
朝
顔
」
で
、
お
洲
美
が
密
か
に
境
を
慕
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
大
野
木
に
嫁
し
た
経
緯
と

合
致
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
白
花
の
朝
顔
」
は
、
「
薄
紅
梅
」
を
通
す
事
に
よ
っ
て
、
同
様
の
モ
デ
ル
論
を
展
開
す
る
事
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。



つ
ま
り
「
薄
紅
梅
」
に
於
い
て
、
糸
七
は
、
〈
大
学
法
学
科
出
の
新
学
士
〉
で
あ
る
、
友
人
・
矢
野
弦
光
の
恋
慕
を
遂
げ
き
せ
よ
う
と
し

て
、
そ
の
仲
立
ち
を
引
き
受
け
た
と
い
う
話
は
、
〈
そ
の
男
が
、
私
を
通
じ
て
、
先
生
ま
で
申
出
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
も
の
だ
か
ら
：
・
〉
（
七
）

と
い
う
境
の
狼
狽
に
よ
っ
て
「
白
花
の
朝
顔
」
に
も
伺
い
知
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
端
に
発
し
て
、
二
人
の
女
の
清
怨
は
一

心
に
主
人
公
を
目
指
す
。
お
洲
美
が
〈
名
は
い
ひ
ま
す
ま
い
、
売
れ
ツ
子
で
す
よ
。
私
た
ち
の
お
弟
子
な
か
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
派
、

学
校
側
の
花
形
で
、
あ
な
た
の
お
友
だ
ち
の
方
に
｜
｜
わ
か
り
ま
し
て
：
：
：
私
を
、
私
を
よ
、
嫁
に
、
妻
に
世
話
し
よ
う
と
な
す
っ
た
の
は

誰
方
で
し
た
。
〉
（
七
）
と
怨
ん
だ
の
は
、
将
に
「
薄
紅
梅
」
の
京
子
が
〈
あ
な
た
が
、
あ
な
た
が
、
私
を
｜
｜
矢
野
さ
ん
に
お
媒
酌
な
す
つ

た
事
を
聞
き
ま
し
た
口
惜
し
き
に
｜
｜
女
は
、
何
を
す
る
か
私
に
も
分
か
り
ま
せ
ん

あ
な
た
が
世
の
中
で
一
番
お
嫌
ひ
だ
と
い
ふ
青
鱗
に
、

結
納
を
済
ま
せ
た
ん
で
す
〉
（
四
十
）
と
畳
み
か
け
る
の
と
全
く
同
一
の
心
理
へ
続
き
、
〈
え
＼
無
理
で
す
、
乱
暴
で
す
。
だ
か
ら
、
私
、

な

一
番
嫌
ひ
な
、
何
よ
り
も
好
か
な
い
、
此
家
へ
縁
付
い
て
了
っ
た
ん
で
す
。
〉
（
七
）
と
溜
飲
を
下
げ
る
の
で
あ
る
。
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す
ぐ
そ
の
あ
と
で
、
そ
れ
ま
で
人
を
か
へ
、
手
を
か
へ
、
話
が
あ
る
の
を
断
っ
て
ゐ
た
｜
｜
よ
ご
ざ
ん
す
か
l
l

私
も
、
あ
な
た
が
大
嫌
ひ

当
然
、
「
白
花
の
朝
顔
」
は
「
薄
紅
梅
」
に
先
立
つ
テ
ク
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
自
身
と
し
て
も
薄
氷
を
下
敷
き
に
し
た

独
自
の
設
定
が
施
さ
れ
て
い
る
。
事
実
関
係
を
現
実
の
鏡
花
に
回
収
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
薄
氷
の
側
に
鏡
花
へ
の
思
慕
を
裏
付
け
る
よ

う
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
無
闇
な
憶
測
は
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
薄
氷
が
半
古
と
の
結
婚
か
ら
三
年
の
後
、
明
治
三
十
三
年

十
一
月
に
二
十
五
歳
と
い
う
若
さ
で
他
界
し
た
事
実
は
、
「
白
花
の
朝
顔
」
で
、
〈
お
洲
美
さ
ん
は
｜
｜
水
木
藻
蝶
の
年
も
待
た
ず
、
三
年
め

に
、
産
後
で
惨
く
な
り
ま
し
た
。
〉
（
七
）
と
い
う
許
音
と
も
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
白
花
の
朝
顔
」
中
、
お
洲
美
の
父
は
大
蔵
省
辺
の

退
職
役
人
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
轟
栄
子
『
北
田
薄
氷
研
究
』
（
双
文
社
／
昭
和
五
十
九
年
三
月
十
九
日
）
に
よ
れ
ば
、
薄
氷
の
父
、
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正
董
は
後
藤
象
二
郎
の
元
で
食
客
と
な
り
、
警
察
事
務
の
主
管
、
弁
護
士
を
経
て
、
や
が
て
法
曹
界
を
辞
し
た
後
に
は
政
界
へ
と
打
っ
て
出



た
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
夫
の
半
古
は
、
「
金
色
夜
叉
」
の
挿
し
絵
を
担
当
し
た
絵
師
で
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
に
は

岡
倉
天
心
の
推
薦
も
あ
っ
て
、
富
山
県
立
高
岡
工
芸
学
校
に
招
聴
さ
れ
、
薄
氷
を
伴
っ
て
高
岡
に
赴
任
し
て
い
る
。
こ
れ
は
作
中
で
大
野
木

が
仙
台
へ
赴
任
す
る
と
い
う
下
り
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

鏡
花
に
よ
っ
て
微
妙
に
ず
ら
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
作
中
の
お
洲
美
か
ら
薄
氷
へ
の
後
戻
り
が
或
る
程
度
ま
で
は
可
能
で
あ
る
か
ら
、

「
薄
紅
梅
」
を
経
由
せ
ず
と
も
「
白
花
の
朝
顔
」
単
独
で
、
お
洲
美
に
紅
葉
門
下
の
北
田
薄
氷
を
、
薄
氷
の
夫
・
大
野
木
に
は
半
古
を
想
定

す
る
事
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
参
照
す
る
事
に
よ
っ
て
、
「
白
花
の
朝
顔
」
中
の
時
間
を
明
治
三
十
一
年
頃
と
し
て
仮
定

す
る
と
、
作
中
で
も
お
洲
美
と
の
思
い
出
の
回
想
が
、
お
絹
と
上
野
清
水
寺
に
詣
で
た
時
点
を
〈
ー
ー
そ
の
時
か
ら
、
や
が
て
八
九
年
前
に

な
り
ま
す
〉
（
六
）
と
し
て
始
ま
る
た
め
、
明
治
四
十
三
年
の
関
西
行
き
か
ら
遡
っ
て
も
、
お
洲
美
と
の
対
面
は
明
治
三
十
年
代
初
め
を
逆

算
で
き
、
作
中
の
整
合
性
に
対
し
て
背
馳
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

こ
こ
に
は
、
様
々
な
記
憶
を
縫
合
し
て
、

一
つ
の
《
物
語
》
を
創
出
し
て
い
る
方
法
が
特
徴
的
で
あ
り
、
「
薄
紅
梅
」
自
体
が
明
治
期
文

壇
の
活
況
を
描
く
な
ど
、
雑
多
な
過
去
を
突
き
合
わ
せ
て
成
立
し
て
い
る
様
相
と
も
相
侯
っ
て
、
鏡
花
作
品
の
過
去
の
引
用
に
よ
る
成
立
が

伺
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
薄
紅
梅
」
で
の
記
憶
の
引
用
は
回
顧
録
と
し
て
そ
れ
そ
の
も
の
が
要
請
さ
れ
、
且
つ
過
去
の
再
現
が
目
指
さ

れ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
白
花
の
朝
顔
」
で
は
、
回
想
は
あ
く
ま
で
《
物
語
》
全
体
を
構
成
す
る
た
め
の
道
具
立
て
で
あ
っ
て
、
目
的
と
は

言
い
難
い
。
故
に
、
「
白
花
の
朝
顔
」
が
ふ
た
つ
の
記
憶
の
再
構
成
の
先
に
ど
の
よ
う
な
〈
物
語
》
を
予
期
し
て
い
た
の
か
、
と
考
え
る
時

に
こ
そ
、
鏡
花
自
身
の
記
憶
と
は
異
質
の
因
果
律
・
プ
ロ
ッ
ト
が
浮
上
す
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
薄
紅
梅
」
に
は
「
朝
霧
」
と
い
う
未
発
表
の
自
筆
原
稿
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

「
鏡
花
自
筆
原
稿
解
析

四
」
（
岩
波
版
『
鏡
花
全
集
』
別
巻
・
月
報
二
十
九
／
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
に
於
い
て
、
松
村
友
視
氏
の
解
析
で

(215) 。
。
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は
、
原
稿
用
紙
の
使
用
か
ら
「
開
扉
一
妖
帖
」
（
昭
和
八
年
七
月
）
と
近
接
す
る
時
期
に
「
朝
霧
」
執
筆
が
始
ま
り
、
「
斧
琴
菊
」
（
昭
和
九

年
一
月
）
脱
稿
以
降
、
約
三
年
間
の
創
作
上
の
空
白
期
に
成
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和
七
年
四
月
の
「
白
花
の
朝
顔
」
が
、

昭
和
九
年
以
降
の
「
朝
霧
」
を
通
過
し
て
、
昭
和
十
二
年
の
「
薄
紅
梅
」
に
流
入
す
る
様
相
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
「
朝
霧
」
に
は
「
薄

紅
梅
」
で
の
、
女
の
髪
が
首
に
纏
わ
る
よ
う
な
怪
異
謹
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

一
方
の
「
白
花
の
朝
顔
」
で
は
、

お
洲
美
と
の
対
話
を
お
絹
と
の
淡
い
思
い
出
の
中
に
引
用
す
る
た
め
に
、
怪
異
を
用
い
て
い
た
。
三
度
、
同
じ
筋
を
用
い
て
い
な
が
ら
、
怪

異
へ
の
距
離
が
三
様
に
異
な
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
白
花
の
朝
顔
」
は
、
前
半
で
お
絹
の
《
物
語
》
を
配
置
し
て
お
り
、
死
者
を
召
喚
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
怪
異
を
挿
入
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
事
実
を
仮
構
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
だ
っ
た
と
も
言
え
る
、
だ
ろ
う
。

館
で
見
た
〈
路
之
介
の
お
か
み
は
ん
〉
（
六
）
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
二
人
の
見
て
い
る
幻
の
相
貌
は
異
な
っ
て
い
る
。

凸
ヲ

今
、v

し
か
し
、
四
章
で
お
絹
が
幻
視
す
る
顔
が
、
確
か
に
お
洲
美
で
あ
っ
た
か
と
云
う
と
、
甚
だ
心
許
な
い
。
お
絹
に
し
て
み
れ
ば
先
に
藍
川

抑
も
、
境
が
幽
霊
を
見
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
彼
自
身
は
直
接
に
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
白
花
の

朝
顔
」
は
境
に
と
っ
て
は
怪
異
謹
に
は
な
り
得
な
い
。
お
絹
が
藍
川
屋
の
二
階
で
見
た
と
い
う
、
ナ
イ
フ
を
持
っ
た
生
き
霊
の
映
像
は
、
結

局
境
に
共
有
さ
れ
る
事
は
な
い
し
、
八
章
に
於
い
て
、
俸
屋
に
〈
「
わ
あ
、
大
き
な
燈
寵
の
中
に
青
い
顔
が
、
ぎ
ゃ
あ
。
」
〉
と
叫
ば
れ
て
も
、

倖
屋
が
見
た
青
い
顔
の
持
ち
主
に
心
当
た
り
は
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
青
い
顔
を
境
も
幻
視
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
〈
怪
し
き
巨
人
に

襲
は
る
＼
森
の
恐
怖
に
ふ
る
へ
つ
、
も
、
さ
め
片
＼
と
涙
を
流
し
た
、
石
灯
篭
が
泣
く
や
う
に

O
i

－
－
・
〉
（
八
）
と
い
う
喰
え
で
す
ら
、

〈
怪
し
き
巨
人
〉
は
、
お
絹
が
〈
大
き
大
き
顔
が
出
て
な
。
〉
（
四
）
と
震
え
た
の
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
起
こ
る
連
想
で
あ
り
、
こ
こ
で

の
燈
龍
は
、
お
洲
美
が
鶏
頭
を
笠
に
差
し
た
姿
を
春
日
燈
寵
の
向
こ
う
側
に
見
た
記
憶
と
重
な
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
俸
屋
の
見
た
ら
し
い
霊

(214) 



を
境
も
幻
視
し
た
謂
い
と
は
断
定
で
き
な
い
。

(213) 

こ
う
し
た
暖
昧
な
記
述
や
阻
離
な
ど
と
も
相
侯
っ
て
、
「
白
花
の
朝
顔
」
の
最
終
段
は
忽
卒
な
幕
切
れ
と
の
誇
り
を
免
れ
な
い
よ
う
に
見

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
作
の
主
意
は
、
そ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
に
境
の
記
憶
を
抱
き
取
る
事
に
あ
っ
て
も
、
怪
異
自
体
を
描
き
き
る
事

に
は
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
前
半
に
伏
在
し
て
い
た
怪
異
は
徹
底
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
鏡
花
が
筆
を
染
め
た
多
く
の
怪

異
謹
と
は
異
な
り
、
「
白
花
の
朝
顔
」
で
は
、
主
人
公
・
境
に
と
っ
て
は
降
り
か
か
る
危
難
の
性
質
が
全
く
別
な
の
だ
。

「
白
花
の
朝
顔
」
四
章
の
最
後
で
堂
の
額
か
ら
擦
り
下
が
っ
て
き
た
菅
笠
は
、
〈
あ
れ
・
：
白
い
顔
。
〉
〈
上
か
ら
覗
か
は
る
：
：
：
ど
う
し
よ
う

ね
え
。
〉
（
四
）
と
い
う
形
で
、
異
様
な
描
写
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
怪
異
と
い
う
よ
り
、
「
白
花
の
朝
顔
」
に
と
っ
て
は
物
語
の
転

換
点
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
要
諦
が
あ
り
、
そ
の
転
換
は
「
楊
柳
歌
」
で
清
之
助
の
技
芸
が
命
を
救
っ
た
と
同
様
、
境
辻
三
の
文
筆
を
守
る
、

清
浄
な
清
水
の
お
堂
か
ら
菅
笠
が
落
ち
か
か
っ
て
来
た
事
は
、

一
種
、
不
思
議
な
霊
異
や
加
護
と
し
て
境
に
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
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と
い
う
主
題
を
前
景
化
す
る
の
で
も
あ
っ
た
。

お
洲
美
が
肉
色
の
筆
を
取
っ
て
、
乳
房
を
象
っ
た
白
花
の
朝
顔
を
菅
笠
に
描
き
、
そ
れ
を
境
が
清
水
に
奉
納
し
た
記
憶
は
、
官
能
的
に
脳
裏

に
蘇
っ
て
い
な
が
ら
、
同
時
に
誘
惑
を
避
け
き
っ
た
守
り
札
で
も
あ
っ
た
。
菅
笠
が
お
絹
と
の
聞
に
顕
現
し
た
事
は
、
〈
ふ
と
、
演
出
に
あ

た
っ
て
、
劇
中
の
立
女
形
に
扮
す
る
も
の
を
、
路
之
助
と
し
て
、
技
の
意
見
、
相
背
き
、
相
衝
い
て
反
す
る
時
、
「
ふ
ん
、
お
れ
の
情
婦
と

も
し
ら
な
い
で
。
：
：
：
何
、
人
情
が
わ
か
る
も
の
か
。
」
と
侮
蔑
さ
れ
た
ら
何
と
す
る
！
？
・
：
〉
（
八
）
と
い
う
危
倶
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

お
洲
美
に
よ
っ
て
作
家
の
筆
が
守
ら
れ
た
と
同
じ
こ
と
な
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
最
終
段
、
〈
あ
＼
お
洲
美
さ
ん
、
あ
り
が
た
う
〉
（
八
）

と
は
、
路
之
介
の
情
婦
に
惑
わ
さ
れ
て
、
自
ら
の
〈
術
〉
に
暇
瑳
が
付
い
た
か
も
知
れ
な
い
所
を
、
お
洲
美
に
救
わ
れ
た
事
へ
の
心
か
ら
の

感
謝
だ
っ
た
。



抑
も
、
お
洲
美
と
境
の
聞
に
は
、

一
方
的
な
恋
愛
関
係
の
上
に
、
同
じ
師
に
付
い
た
弟
子
同
士
の
感
情
、
同
門
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
意

識
が
あ
る
。
大
野
木
が
憎
ま
れ
る
の
は
、
本
質
的
に
は
お
そ
ら
く
、
性
格
の
不
一
致
や
空
咳
や
客
車
問
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
生
理
的
な
嫌

悪
感
を
裏
打
ち
し
て
い
る
の
は
、
〈
或
は
、
あ
な
た
方
、
先
生
の
教
え
は
、
芸
に
熱
し
て
、
男
女
聞
は
淡
泊
、
そ
の
濃
密
惨
着
で
な
く
、
あ

っ
さ
り
と
い
ふ
方
針
で
も
お
あ
ん
な
さ
る
か
〉
（
六
）
と
い
う
師
へ
の
侮
辱
に
対
す
る
反
発
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
最
終
的
に

境
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、
師
を
仲
立
ち
に
し
た
、
お
洲
美
と
の
関
係
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
恋
愛
や
肉
欲
の
問
題
は
解
消

さ
れ
、
〈
術
〉
を
守
る
事
が
適
っ
て
、
〈
術
を
以
て
対
す
れ
ば
、
俳
優
何
す
る
も
の
ぞ
。
〉
（
八
）
と
見
栄
を
切
る
作
家
の
潔
白
と
於
持
は
守
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

観
音
と
巡
礼
者
の
同
行
二
人
は
、
お
絹
と
境
の
遊
山
か
ら
、
同
じ
師
を
頂
く
者
同
士
、
芸
を
守
護
す
る
お
洲
美
と
境
の
同
行
二
人
に
置
換
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さ
れ
て
、
色
恋
か
ら
は
議
離
し
て
い
く
。
そ
の
根
源
に
あ
る
も
の
は
、
〈
草
稿
持
ち
込
み
で
食
っ
て
居
る
人
聞
が
煮
豆
を
転
が
す
様
子
で
は
、

色
恋
の
沙
汰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〉
（
二
）
と
い
う
述
懐
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
冒
頭
で
境
の
倹
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
や
路
之
介
の
援
助
に

際
だ
っ
て
紙
面
が
割
か
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
は
、
ち
ょ
う
ど
大
野
木
に
お
洲
美
を
預
け
た
ま
ま
別
れ
た
よ
う
に
、
路
之
介
に
お
絹
を
引
き
渡
す
と
い
う
｜
｜
換
言
す
れ
ば
、
女
を

別
の
男
に
引
き
渡
す
1
1

物
語
が
、
同
型
に
反
復
さ
れ
て
い
る
事
も
、
反
復
を
基
本
的
な
構
造
と
し
て
い
る
「
白
花
の
朝
顔
」
に
と
っ
て
は
、

重
要
な
筋
立
て
で
あ
っ
た
筈
だ
。
但
し
、
執
れ
に
し
て
も
、
境
は
女
の
《
物
語
》
に
参
画
し
て
は
い
な
い
。
お
絹
の
慎
悩
も
、
お
洲
美
の
意

趣
返
し
も
、
窮
極
の
と
こ
ろ
で
境
辻
三
を
巻
き
込
ま
な
い
の
で
あ
る
。
境
の
技
芸
謹
は
、
女
の
本
心
の
捉
え
が
た
さ
を
二
度
ま
で
も
体
験
し

な
が
ら
、
逃
げ
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
筆
名
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
極
め
て
危
う
い
地
点
に
立
脚
し
て
い
る
と
も
言
え
る

(212) 

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
白
花
の
朝
顔
」
を
貫
く
技
芸
語
的
な
性
格
は
、
消
極
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て



い
る
と
明
言
し
難
い
部
分
が
残
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ふ
た
つ
の
《
物
語
》
の
結
節
点
で
は
、
境
の
筆
業
と
い
う
こ
と
が
選
ば
れ
て
お
り
、
「
楊
柳
歌
」
が
清
之
助
の
技
芸
謹

(211) 

と
い
う
側
面
か
ら
お
桐
の
運
命
を
語
り
出
す
の
と
同
じ
く
、
芸
術
家
の
態
度
が
侵
犯
さ
れ
る
や
否
や
、
と
い
う
精
神
的
な
危
難
と
い
う
問
題

を
介
し
て
、
「
白
花
の
朝
顔
」
は
技
芸
語
と
し
て
ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
円
滑
な
《
物
語
》
の
受
け
渡
し
に
際

し
て
、
怪
異
や
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
う
し
た
処
に
、
作
者
の
実
体
験
か
ら
抜
け
出
し
て
テ
ク
ス
ト
が
独
立
す
る
た
め

の
契
機
が
あ
り
、
ま
た
両
断
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
記
憶
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
《
物
語
》
と
し
て
の
結
構
が
垣
間
見
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、

一
章
と
五
章
に
し
か
顕
在
化
し
な
い
も
の
の
、
〈
此
の
篇
の
著
者
〉
（
一
）
の
存
在
が
、
テ
ク
ス
ト
を
実
体
験
か
ら
遠
ざ
け
る
の
に

一
皆
を
仮
し
て
い
る
。
こ
れ
も
境
に
置
き
換
え
ら
れ
る
現
実
の
鏡
花
を
虚
構
化
す
る
た
め
に
は
必
要
な
措
置
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

〈
著
者
〉
は
分
身
の
よ
う
に
し
て
働
き
な
が
ら
境
に
同
化
し
、
境
の
語
り
を
相
対
化
す
る
こ
と
を
放
棄
し
な
が
ら
消
え
て
行
く
。
語
り
の
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構
造
が
整
合
性
を
重
要
視
し
な
く
な
る
こ
と
は
、
物
語
全
体
が
他
者
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
て
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
必
要
と

し
な
い
、
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
《
物
語
》
は
〈
著
者
〉
に
追
認
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
り
、
語
り
は
「
白
花
の
朝
顔
」
全
体
が
帰
属
し
て

い
る
境
に
対
し
、
他
者
と
し
て
据
え
ら
れ
た
〈
著
者
〉
を
一
顧
だ
に
せ
ず
し
て
自
己
完
結
す
る
。
同
化
と
い
う
意
味
に
於
い
て
は
、
〈
著
者
〉

と
境
は
二
人
な
が
ら
に
鏡
花
の
反
照
と
も
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
五
章
に
於
い
て
境
の
言
葉
が
〈
著
者
〉
に
よ
っ
て
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
は
、
物
語
の
転
換
を
知
ら
し
め
る
の
と
同
時
に
、
語
る

者
（
語
る
境
）
と
語
ら
れ
る
者
（
過
去
の
境
）
の
主
客
合
一
の
状
態
か
ら
逃
れ
、
過
去
へ
の
没
入
か
ら
覚
醒
を
促
す
行
為
だ
っ
た
。
語
り
の

装
置
よ
り
は
対
話
者
と
し
て
の
機
能
が
、
そ
の
一
瞬
に
だ
け
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
語
り
を
客
観
化
し
、
行
為
者
と
語
り
手

の
意
識
を
弁
別
す
る
た
め
の
一
言
を
発
す
る
存
在
と
し
て
。
引
い
て
は
、
行
為
の
時
間
と
語
り
の
時
間
を
切
り
離
す
た
め
の
存
在
と
し
て
。



言
い
換
え
れ
ば
、
〈
著
者
〉
と
は
時
間
的
枠
組
み
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

形
式
的
に
据
え
ら
れ
た
〈
著
者
〉
は
、
境
の
行
為
に
対
し
て
、
境
の
語
り
を
分
け
る
存
在
で
あ
る
が
、
彼
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
は
境
の

過
去
を
過
去
と
し
て
承
認
す
る
行
為
で
あ
り
、
時
間
の
積
み
重
ね
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
語
り
に
於
け
る
現
在
を
過
去
に
押
し
遣
る
こ
と
に

あ
る
。
〈
著
者
〉
が
徐
々
に
消
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
語
り
を
書
き
留
め
た
二
重
構
造
が
無
化
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
相
対
的
な
時
間
軸

の
緩
や
か
な
喪
失
を
示
唆
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
時
間
が
重
要
な
意
味
を
持
た
な
く
な
る
の
は
、
過
去
二
つ
の
《
物
語
》
が
一
つ
に
統
合

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
、
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
統
合
さ
れ
た
《
物
語
》
が
最
終
的
に
何
を
目
指
し
た
の
か
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

「
白
花
の
朝
顔
」
は
二
つ
の
物
語
を
統
合
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
作
品
だ
と
言
え
る
が
、
鏡
花
の
大
正
期
を
眺
め
渡
し
て
み
れ
ば
、
寧
ろ

自
身
の
体
験
を
縫
合
し
な
が
ら
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
手
法
を
採
用
し
て
書
い
た
物
語
が
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
「
楊
柳
歌
」
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と
「
薄
紅
梅
」
と
い
う
二
作
品
の
関
連
に
留
ま
ら
な
い
鏡
花
文
学
の
有
機
的
な
繋
が
り
が
「
白
花
の
朝
顔
」
の
有
り
様
の
中
に
垣
間
見
え
る

だ
ろ
う
。

付
記

本
稿
は
、
平
成
十
五
年
六
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
第
三
九
五
回
慶
慮
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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